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＜連絡事項＞

・7/29（土）、放射線技師が不在となります。当日はレントゲン検査は実施できないとの事です。また、緊急の検査指示があった場合には、お知らせ下さいとの事です。

・7/20.21にメンタルケア病棟の冷房切替作業を行います。作業は9：00-17：00です。朱夏・冨田社長が立ち会います。東Ｄのサブステーションで水抜き作業を行うとのことで、日中使用できませんので、ご協力宜しくお願いいたしますとの事です。

・毛布洗濯について、来週のリネン定期交換時、毛布のカバーを外し、毛布とカバーを本部隣洗濯場へ出してください。7/27（木）　東病棟です。
＜患者様連絡事項＞

· 木村　格治様～保険会社より面会希望あり。後日、直接説明しに来院予定です。日時は未定

ですが来院時前に連絡くれるとの事です。

· 田中　つな子様～本日左手首のレントゲン検査施行しています。骨折などの異常所見みられ

ず。午後、御家族（夫･妹様）来院し異常所見ない事伝えています。また

主治医との退院についての面談希望あり。下平SW・安ヶ平Drに連絡し7

月25日10時から第2診察室にて面談予定となっています。

· 田中　豊三様～本日朝食より食事（ミキサー食）開始となっています。主食2/3･副食1/2摂

取されており、嘔吐･嘔気なく飲み込みもスムーズ。主治医報告し経口摂取可

能である事から点滴中止となっています。点滴中止に伴い、身体拘束も11時

解除になっています。昼食は3口のみ摂取され不機嫌さ強く、摂取の拒否み

られています。血糖値チェックは食前と食後2時間で1日6回測定して下さ

い。

また、グル音微弱であり排便コントール必要な事から、下剤（カマ）処方

となっています（以後定期）。また、夕食後シンラック30滴服用の指示あり

ます。本日、15時まで排便みられなければグリセリン浣腸120mlの指示あり。

15時まで排便みられなかったため16時グリセリン浣腸施行し、反応便（中

等量・下痢便）みられています。今後も、15時までに排便無い時はグリセリ

ン浣腸施行の予測指示でているので、排便の観察行なっていって下さい。

また、昼食より経口摂取不良な事主治医情報提供し、本日の夕食と明日の

朝食時の食事摂取状況観察してから、点滴処方するかどうか決定するとの

指示あります。

＜田名部Drケースカンファ＞

・安達　貴浩様～昨日のカンファレンスで出た意見伝えています。

　　　　　　　　　『今まで不定期に対話していたが、午前9:30～午前9:45、午後14:15～14:30

　　　　　　　　　と時間を決め、本人様の話をスタッフは傾聴。話すテーマは、本人様にとっ

ての良い事と悪い事。他人へ迷惑をかける事とはどういう事か。何をしてい

る時イライラするか。イライラしない為には等。テーマは予め本人様へ伝え

る。話が時間までに終えない時は、途中でも打ち切る。積極的な介入をせず、

距離を置いた介入をする。』

　上記伝え、実施の了解得ています。また、アルコールプログラムのように

何を行なうのか計画を立て実施した方がいいのではないかという意見あり、

来週から行なえるように話し合い計画立てていきましょう。

・佐々木　尚子様～本日家族（母様）を交えての精神療法行い幼少期からの生活歴について話し

合っています。今後も母様交えての問診行なっていく予定であり、次回8月

3日予定しています。

また、問診時、夜間寒いためタオルケットが欲しいと要求され田名部Drより

使用の許可でています。

臨時薬継続処方となっています。

· 加賀谷　芙美子様～入院後より落ち着き過ごされている事情報提供しています。他科薬本日

の寝る前で切れ当院処方へ切り替わっています。また、ヒューマカート

R注に関して、当院ではヒューマカート3/7注しかないため主治医報告

しています。黒澤薬局長にも伝え今後当院で購入予定となるので周知お

願いします。

· 畑中　成夫様～7/17女性スタッフに対し色情的発言あった事伝えています。以前にも女性ス

タッフに対し色情的発言･行動などあったこと合わせて伝えており、様子観察

の指示あります。

· 中坂　正蔵様～アルコールプログラムでのビデオ学習時、難聴あるため集中できていない様

子みられており理解力の乏しさある事伝えています。イヤホンの使用検討し

てみてはどうかと意見ありました。

また、本人より間食にてパンを食べたいと要求あり。糖尿病であり、血糖値

高いため控えるよう伝えています。買い物につくスタッフは菓子類は一切禁

止である事再度確認お願いします。

· 木野　貢様～アルコールプログラムにて最近レポート記載の拒否あり。数行でも良いので書

く事自体もプログラムになる事伝え記載促していって下さい。

臨時薬継続処方となり次回より定期処方となります。

· 小国　喜一様～貧血傾向であり7/20よりフェニレン（50）2T　2*朝・寝る前　６日分処方と

なっています。歩行状態・ふらつきないか観察し事故防止していきましょう。

また、認知機能の低下ふせぐため明日よりアリセプト（3）1*朝　6日分追加処

方となっています。

＜要注目患者様ケースカンファ＞

· 木村　格治～7/13当院5回目の入院。入院後、時折声高さ･多弁さあるが自ら切り上げる事で

きていました。夜間の睡眠は就床時間の遅さあるが睡眠は確保できています。しかし、他者との物のやり取りあり。介入に対し「保護室に入る事覚悟で物々交換したんだから入れればいいだろ。そんな事したら病院は潰れるんだからな」と口調荒くし話されることあり。また、糖尿病の患者様に対しても菓子類をあげることあり。「ブラックコーヒーでも駄目か」と正当化する発言きかれており、理解の乏しさみられています。前回の入院時も気分の高揚みられると、他者への干渉おおくなりトラブルとなるケースが多くみられていました。

看護として、他者への干渉の有無を観察し、物のやり取り見られるときは介入

し制止していって下さい。糖尿病の患者様に対しても距離を取ってもらうなど　介入していきましょう。













